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高線量率場で遮蔽せず
γ線スペクトル測定ができる

高線量率特化型γ線スペクトロメーターの開発

γ線スペクトル、高線量率測定、廃止措置、核種分析、CeBr3、光電子増倍管

 高線量率場対応
 γ線スペクトル測定
 主要核種スペクトルの除去
による微小γ線核種分析

・炉内・セル内の汚染検査
・放射性廃棄物の非破壊測定
・核燃料物質の非破壊測定

電子部品・デバイス・電子回路製造業
学術・開発研究機関

 高線量率場（1 Sv/h以上）でγ線スペクトル測定
 核種分析ができるエネルギー分解能
 遮蔽が要らない小型軽量な検出器
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エネルギー分解能（662 keV）
4.2% (26 mSv/h) ⇒ 5.5% (1407 mSv/h)137Cs線源
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チャンネル

エネルギー分解能（1333 keV）
3.1% (22 mSv/h) ⇒ 4.2% (2221 mSv/h)

チャンネル

60Co線源
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遮蔽なしの条件でのγ線照射試験

80 mm

35 mm

CeBr3結晶 (5 mm× 5mm × 5 mm )

5 mm

5 mm

アルミケース

高線量率測定用
光電子増倍管

光電子増倍管
光学窓に装着

検出器

小型軽量な検出素子

1 Sv/hを超える高線量率でγ線核種分析を実現するスペクトロメーターの構築

核種分析に必要なエネルギー分解能
137Csと134Csの分析:662 keVで8.8%以下
60Coと154Euの分析:1333 keVで4.4%以下

機械･装置

実用化開発




